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山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
会
報 

 
 

第
三
一
号 

 

令
和
三
年
五
月 

 

 
 

 

    
 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
総
会 

 
 

 

並
び
に
第
27
回
学
術
大
会
の
報
告 

  
 

 新
型
コ
ロ
ナ
（C

O
V

ID
-

19
）
大
会 

 
W

ith

コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
保
健
・
医
療
・

福
祉
・
生
活
支
援
の
目
指
す
べ
き
方
向 

～
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
い
か
に
応
え
る
の
か
～ 

 
 

 

令
和
３
年
３
月
28
日
（
日
） 

9
時
30
分
～
16
時
00
分 

 
 

     

令
和
２
年
の
開
催
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
感
染
拡
大
の
影
響
で
延
期
と
な
り
、
令
和
３

年
に
改
め
て
、
第
27
回
学
術
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
初
め
て
の
開

催
で
し
た
が
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

                     

記
念
講
演Ⅰ

 

 
A

C
P

：
人
生
会
議
で
こ
こ
ろ
の
ケ
ア 

 
 

飛
騨
千
光
寺 

ご
住
職 

大
下
大
圓 

 

 

 

ま
ず
、
死
生
観
は
西
洋
的
な 

イ
メ
ー
ジ
で
生
死
観
は
生
死
一 

如(

し
ょ
う
じ
い
ち
に
ょ)

と 

共
通
し
て
い
て
東
洋
的
な
も
の
で
す
。 

 
A

C
P

に
と
っ
て
苦
悩
に
寄
り
そ
う
こ
と
が
大
切

で
、
人
は
多
く
の
苦
し
み
の
中
か
ら
成
長
す
る
存
在

で
あ
り
、
人
の
死
の
場
面
で
は
家
族
や
友
人
が
大
事

で
す
。
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
の
時
期
に

A
C

P

は
必

要
で
、A

C
P

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
本
人
の
思
い
を
徹

底
し
て
聴
く
こ
と
と
、
本
人
の
希
望
を
最
大
限
に
支

え
る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
で
す
。 

 

医
学
に
は
４
つ
の
使
命
が
あ
り
、 

１
．
生
命
の
延
長 

 

２
．
苦
痛
の
除
去 

 

３
．
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

４
．
死
を
迎
え
る
医
学(

死
学)  

の
う
ち
、 

死
学
が
我
が
国
で
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
は
大
き
く
２
つ
に
分
類

す
る
考
え
方
が
あ
り
、 

①
「
内
的
自
己
へ
の
関
心
」
で
自
己
の
生
き
る
意

味
、
目
的
、
価
値
の
探
求
、
自
己
の
人
生
の
受
容
な

ど
と
、 

②
「
外
的
他
者(

大
い
な
る
存
在)

へ
の
関
心
」
で
超

第
31
号
の
発
刊
が
遅
れ
て 

 
 

大
変
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。 

 



2 

 

越
者(

神
・
仏)

・
絶
対
者
へ
の
希
求
、
自
然
の
威

力
・
偉
大
さ
へ
の
感
動
、
宇
宙
思
想
へ
の
信
念
な
ど

が
あ
り
ま
す
。 

 
A

C
P

に
お
い
て
は
、Q

O
L

(Q
u

a
lity

 o
f L

ife
)

が

大
切
な
要
素
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
時
に

Q
O

D
(Q

u
a

lity
 o

f D
e
a

th
)

「
尊
厳
あ
る
死
」
や

「
そ
の
人
ら
し
い
死
」
が
重
要
で
、Q

O
L

と

Q
O

D

は
相
関
し
、
連
続
関
係
に
あ
り
ま
す
。 

 

「
死
は
敗
北
で
は
な
く
、
光
に
導
か
れ
て
苦
し
み

か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
」
臨
床
宗
教
師
と
は

宗
教
的
場
所(

寺
や
教
会
な
ど)

で
は
な
く
、
公
共
空

間
で
心
の
ケ
ア
を
行
う
宗
教
家
で
あ
り
、
宗
教
的
場

所
で
は
、
教
え
導
く
の
が
、
公
共
空
間
で
は
寄
り
添

う
行
為
と
な
り
、
両
者
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
祈

り
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

死
生
観
を
語
り
合
う
文
化
が
大
切
で
、
そ
こ
は
決

し
て
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
や
家
族
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
は

な
ら
ず
、
む
し
ろ
重
要
な
信
頼
関
係
を
樹
立
し
ま

す
。
演
者
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
よ
り
次
段
枠
内
４
つ

の
死
生
観
を
基
に
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
や
家
族
と

N
B

M
(

対
話
療
法)

を
実
践
し
て
来
ら
れ
て
い
ま
す

日
本
人
の
過
半
数
が
次
段
枠
内
の
①
ま
た
は
②
で
あ

り
、
唯
物
論
的
な
人
は
①
ま
た
は
③
が
多
く
、

A
C

P

を
行
う
ケ
ア
ラ
ー(

ケ
ア
を
行
う
人)

に
と
っ

て
、
こ
の
４
つ
の
死
生
観
を
理
解
し
、
自
分
自
身
の

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
や
死
生
観
を
確
立
す
る
こ
と

が
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
や
家
族
を
理
解
で
き
自
然
に
向

き
合
え
る
た
め
に
最
良
の
方
法
だ
と
の
こ
と
で
す
。 

 

① 

い
の
ち
は
こ
の
世
限
り
で
、
あ
の
世
や
魂
な
ど

は
な
い 

② 

肉
体
と
は
別
に
死
後
生(

魂
や
意
識
体)

が
あ
っ

て
輪
廻(

生
ま
れ
変
わ
り)

を
す
る 

③ 

子
ど
も
、
孫
の

D
N

A

や
遺
伝
子
に
受
け
継
が

れ
て
い
れ
ば
そ
れ
で
よ
い 

④ 

自
己
を
超
え
て
大
き
な
生
命
体(

サ
ム
シ
ン
グ
グ

レ
イ
ト
、
神
、
仏
、
天
、
先
祖)

あ
る
い
は
大
自

然
、
宇
宙
性
に
融
合
、
統
合
す
る 

  

こ
の
度
、
大
下
先
生
の
講
演
を
拝
聴
さ
せ
て
頂

き
、
死
と
関
わ
る
医
療
・
介
護
の
関
係
者
に
と
っ

て
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
死
生
観
を
理
解
し
、

自
分
の
も
の
と
し
た
上
で
「
死
」
の
話
題
を
避
け
る

こ
と
な
く
、
患
者
、
家
族
に
寄
り
添
っ
て
「
死
」
に

つ
い
て
傾
聴
し
、
語
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

強
く
認
識
で
き
た
す
ば
ら
し
い
お
話
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 （

文
責 

 

佐
藤 

涼
介
） 
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記
念
講
演Ⅱ

 

 
 
 
 
 
 
 

救
急
の
現
場
か
ら
コ
ロ
ナ
時
代
の 

A
C

P

を
考
え
る 

岡
山
大
学
病
院
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー 

教
授 

中
尾 

篤
典 

  

「W
ith

 

コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る 

保
険
・
医
療
・
介
護
・
生
活
支 

援
の
目
指
す
べ
き
方
向
～
地
域 

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
い
か
に
応

え
る
か
～
」
と
題
し
た
第
27
回
学
術
大
会
の
記
念

講
演
に
て
、
岡
山
大
学
病
院
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
教
授
中
尾
篤
典
先
生
の
「
救
急
の
現
場
か
ら
の
コ

ロ
ナ
時
代
の

A
C

P

を
考
え
る
」
と
い
う
ご
講
演
の

座
長
を
、
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
私
は
、
普
段
は
高

齢
者
の

A
C

P

に
は
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の

A
C

P

は
、
長
い
時
間
を
掛
け
て
実
行
し
て
い
き
ま

す
。
救
急
現
場
で
の

A
C

P

は
、
短
時
間
で
患
者
の

家
族
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
と
即
座
の
判
断
が
必
要

で
あ
り
、
と
て
も
大
変
な
事
で
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
、
推
察
を
し
て
い
ま
し
た
。
ご
講
演
は
、
外
出
や

遊
戯
活
動
に
対
し
て
の
自
粛
が
求
め
ら
れ
る
こ
の
時

期
に
、
カ
ラ
オ
ケ
に
行
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

罹
患
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
答
え
な
い
「
モ
ン
ス
タ

ー
高
齢
者
」
は
、
本
当
に
困
る
と
い
う
お
話
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
方
々
が
自
粛
し
て
い
れ
ば
、
コ

ロ
ナ
患
者
の
治
療
ベ
ッ
ド
が
不
足
し
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
療
養
の
ホ
テ
ル
は
満
室
で
す
。

療
養
の
ホ
テ
ル
か
ら
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
搬
送

さ
れ
て
来
る
患
者
も
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

「
モ
ン
ス
タ
ー
高
齢
者
」
に
憤
り
を
感
じ
ま
し
た
。

教
授
の
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
こ
の
ま
ま
コ
ロ
ナ

患
者
が
増
え
続
け
て
い
く
と
ト
リ
ア
ー
ジ
も
始
ま
る

の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
な
る
と
同
時
に
「
感
染
列

島
」
と
い
う
映
画
を
思
い
起
こ
し
背
筋
が
ぞ
っ
と
し

ま
し
た
。
次
に
、
自
殺
者
の
方
の

A
C

P

に
つ
い
て

で
す
。
自
殺
者
は
、
心
が
病
ん
で
い
る
た
め
救
命
に

関
し
て
ど
う
判
断
す
る
べ
き
か
が
困
難
で
あ
る
が
、

勿
論
全
力
で
救
命
を
す
る
べ
き
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
若
い
女
性
の
自
殺
者
の
家
族
に
臓
器
提
供
を

提
案
し
た
時
に
、
「
娘
の
臓
器
の
提
供
に
よ
っ
て
、

新
し
い
命
の
息
吹
を
感
じ
た
事
に
よ
っ
て
安
心
し
ま

し
た
。
」
と
い
う
家
族
の
感
動
的
な
実
話
を
熱
弁
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
お
話
を
聞
い
て
、
目
頭
が
熱
く
な

っ
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
会
場
が

シ
ー
ン
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
次
は
「
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
か
ら
来
た
娘
症
候
群
」
の
教
授
が
経
験
な

さ
っ
た
実
例
で
し
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
か
ら
来
た

娘
症
候
群
（T

h
e
 
D

a
u

g
h

te
r
 
fr

o
m

 
C

a
lifo

r
n

ia
 

s
y

n
d

r
o
m

e

）
と
は
、
病
気
の
患
者
の
終
末
期
に
故

郷
を
長
く
離
れ
て
い
た
家
族
が
突
然
現
れ
、
こ
れ
ま

で
近
隣
の
家
族
と
医
師
が
時
間
を
か
け
て
話
し
合
い

決
定
し
た
方
針
に
異
議
を
唱
え
た
り
、
延
命
治
療
な

ど
の
過
度
な
対
処
を
主
張
す
る
、
と
い
う
事
象
の
こ

と
で
す
。
皆
様
も
き
っ
と
そ
の
よ
う
な
経
験
が
、
お

あ
り
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
救
命
救
急
で
の
現
場
で
さ

れ
る
と
、
非
常
に
困
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

時
に
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
か
の
実
例

を
お
聞
き
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
救
命
救
急
現
場

で
の

A
C

P

が
ど
れ
ほ
ど
困
難
で
あ
る
か
と
い
う
中

尾
教
授
の
熱
意
の
こ
も
っ
た
ご
講
演
が
、
心
に
し
み

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
文
責 

福
嶋 

裕
美
子
） 
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研
究
発
表
報
告 

 
 
 
 
 
 

14

題
の
発
表
か
ら
抜
粋 

    

「
い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
こ
う 

 
 
 
 
 

～ 

新
し
ん
健
康
体
操
で 

元
気
に
な
る
ぞ
ー
っ
！ 

お
ー
っ
！ 

～
」 

 
 

 

介
護
老
人
保
健
施
設 

 

ニ
ュ
ー
エ
ル
ダ
ー
セ
ン
タ
ー 

 
 

川
上 

幸
恵 

 

【
は
じ
め
に
】 

新
し
ん
健
康
体
操
は
、
①
猫
背
の
予
防
・
改
善
②

腹
筋
の
強
化
に
よ
る
腰
椎
の
負
担
軽
減
③
大
腿
四
頭

筋
の
強
化
に
よ
り
変
形
性
膝
関
節
症
を
予
防
・
改
善

し
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
運
動
器
症
候

群
）
、
さ
ら
に
運
動
の
過
程
で
の
精
神
統
一
や
笑
い

の
効
果
を
精
神
の
活
性
化
や
認
知
症
の
予
防
・
改
善

に
つ
な
げ
る
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
促
進
も
目
指
し
た
体
操
で
あ

る
。
新
し
ん
健
康
体
操
の
結
果
を
調
査
・
検
討
し
た

の
で
以
下
に
報
告
す
る
。 

【
新
し
ん
健
康
体
操
の
内
容
】 

し
っ
か
り
と
呼
吸
を
行
い
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ

や
体
幹
、
上
肢
、
下
肢
の

e
x

を
行
う
。
椅
子
に
座

り
背
筋
を
伸
ば
し
て
前
後
・
左
右
に
ス
ト
レ
ッ
チ
を

行
っ
た
り
、
シ
ュ
ッ
シ
ュ
ッ
シ
ュ
ッ
と
短
く
強
く
息

を
吐
き
な
が
ら
腹
筋
に
力
を
入
れ
行
う
。
他
に
も
立

っ
て
椅
子
を
持
ち
な
が
ら
、
つ
ま
先
立
ち
や
片
足
立

ち
を
行
い
、
最
後
は
み
ん
な
で
大
き
な
声
で
笑
っ
て

終
了
し
て
い
る
。 

【
対
象
者
】 

対
象
は
、
当
施
設
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
（
以
下
通
所
リ
ハ
）
利
用
者
。
そ
の
う
ち
選
択
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
約

30
分
間
）
で
新
し
ん
健
康
体
操
を

週
２ 

回
以
上
選
択
し
、
３
か
月
以
上
参
加
し
た
28

名
（ 

男
性
９ 

名
、
女
性

19
名
）
と
し
た
。
平
均

年
齢
は

84.5
歳 

要
介
護
度
別
で
は
、
要
支
援
１
・

２ 

（ 

13
名
）
、
要
介
護
１
・
２ 

（ 

15
名
） 

評
価
期
間
： 

令
和
元
年
５ 

月
～
７ 

月 

【
方
法
】 

当
通
所
リ
ハ
で
、
選
択
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
間
に

新
し
ん
健
康
体
操
を
実
施
。
評
価
項
目
は 

１
： 

t
i
m
e
d
 u
p
 a
n
d
 g
o
 t

e
s
t

（ 

以
下T

U
G

） 

、

２
： 
10
ｍ
歩
行 

、 

３
： 

開
眼
片
足
立
ち
、 

４
： 

握
力
、 

 

５
： 

H
D
S
-
R
 

、 

６
： 

F
I
M
 

、 
 

７
： 

日
常
生
活
面
で
の
変
化
（
（
腰
の
痛
み
、

ト
イ
レ
動
作
、
摂
食
、
洗
顔
、
衣
服
着
脱
）
を 

利
用
者
に
聞
き
取
り
調
査
を
し
た
。 

【
結
果
】 

１
．T

U
G

（ 

改
善
： 

11
名
・ 

維
持
：
４
名
・ 
悪

化
13
名)

 
 
 

２
．
10
ｍ
歩
行
（ 

改
善
： 

10
名
・ 

維
持
： 

11

名
・ 

悪
化
： 

７
名
） 

 

３
．
開
眼
片
足
立
ち
（ 

改
善
： 

５
名
・ 

維
持
15

名
・ 

悪
化
８
名
） 

 

４
．
握
力
（ 

改
善
： 

９ 

名
・ 

維
持
：

12
名
・ 

悪
化
：
７
名
） 

 

５
．H

D
S
-
R

（ 

改
善
：
15
名
・ 

維
持
： 

２
名 

悪

化
：
11
名
） 

 

全
評
価
項
目
で
維
持
・
改
善
者
が
悪
化
者
よ
り

多
く
、
特
に
10
ｍ
歩
行
、
握
力
、H

D
S
-
R

で
は
悪
化

者
よ
り
改
善
者
の
方
が
多
く
み
ら
れ
た
。F

I
M

の
点

数
は
全
員
維
持
で
あ
っ
た
。
日
常
生
活
面
の
聞
き
取

り
調
査
で
は
維
持
・
改
善
者
が
悪
化
者
よ
り
も
多
く

み
ら
れ
た
。
聞
き
取
り
調
査
で
は
「
軽
い
運
動
な
の

で
続
け
や
す
い
」
「
家
で
は
大
き
な
声
を
出
せ
な
か

っ
た
り
、
笑
っ
た
り
す
る
こ
と
が
少
な
い
か
ら
良
い
」

「
み
ん
な
で
す
る
か
ら
声
を
出
し
や
す
い
」
等
精
神

面
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
コ
メ
ン
ト
が
多
く
み
ら
れ
、

徐
々
に
大
き
な
声
も
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

体
操
を
自
宅
で
も
行
え
る
よ
う
に
プ
リ
ン
ト
を
配
布

し
た
。
取
り
組
め
て
い
な
い
方
が
多
か
っ
た
が
１
割

程
の
方
は
「
家
で
も
で
き
る
範
囲
で
や
っ
て
い
る
」

と
の
声
も
聞
か
れ
た
。 

【
ま
と
め
】 

今
回
、
新
し
ん
健
康
体
操
が
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
予
防
・
改
善
に
加
え
、
精
神
の
活
性
化

に
繋
が
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

し
て
、
集
団
で
身
体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
み
に
よ
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る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
み
ら
れ
た
。
多
く
の
利

用
者
が
自
宅
で
も
運
動
が
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
る

に
は
伝
え
方
の
工
夫
や
家
族
と
の
連
携
も
必
要
に
な

る
と
考
え
る
。
利
用
者
自
身
が
日
常
生
活
面
で
変
化

を
感
じ
ら
れ
、
そ
の
人
ら
し
く
生
き
生
き
と
し
た
在

宅
生
活
が
継
続
出
来
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、
当
施
設
の
介
護
予
防
の
取

り
組
み
と
し
て
新
し
ん
健
康
体
操
を
地
域
の
高
齢
者

に
向
け
て
週
１
回
行
っ
て
い
た
。
現
在
、
開
催
は
出

来
て
い
な
い
が
状
況
が
落
ち
着
い
た
ら
地
域
の
方
々

の
１
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
再
開
で
き
た

ら
と
考
え
る
。 

                

   

「
看
護
学
生
の
指
導
を
通
し
て 

診
療
所
看
護
師
の
魅
力
を
再
発
見
」 

哲
西
町
診
療
所 

沖
津
恭
子 

 

岡
山
県
新
見
市
哲
西
町
は
岡
山
県
の
北
西
部
に

位
置
し
、2

0
2
1

年
１
月
現
在
で
人
口
は

2
3
1
9

人
、

高
齢
化
率
は
46

.9
％
で
あ
る
。 

哲
西
町
診
療
所
は

2
0
0
1

年
に
開
所
し
、
現
在
医

師
３
名
、
看
護
師
５
名
、
事
務
３
名
で
町
内
唯
一
の

医
療
機
関
と
し
て
哲
西
町
地
域
を
支
え
て
い
る
。 

当
診
療
所
は
看
護
学
生
の
実
習
受
け
入
れ
を

2
0
0
3

年
か
ら
開
始
し
、
Ａ
大
学
だ
け
で
も
年
間
約

40
名
を
１
～
２
日
の
日
程
で
２
～
３
名
ず
つ
受
け

入
れ
て
い
る
。
診
療
所
看
護
師
は
多
種
多
様
な
業
務

が
あ
り
、
看
護
学
生
の
受
け
入
れ
は
負
担
の
よ
う
に

も
思
え
た
。
し
か
し
、
当
診
療
所
に
再
就
職
し
看
護

学
生
の
指
導
に
も
携
わ
り
、
診
療
所
看
護
師
の
魅
力

の
再
発
見
に
繋
が
っ
た
の
で
報
告
す
る
。 

私
の
再
就
職
の
経
緯
は
一
旦
退
職
し
た
の
ち
、

再
度
、
地
域
医
療
に
携
わ
り
た
い
、
ま
た
診
療
所
ス

タ
ッ
フ
と
と
も
に
住
民
を
支
え
た
い
と
い
う
思
い
が

強
く
な
り
、2

0
1
8

年
に
再
就
職
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
み
な
さ
ん
が
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
感
動
し

た
。 ふ

り
か
え
る
と
、
初
め
て
診
療
所
に
就
職
し
た

と
き
、
そ
れ
ま
で
の
病
院
勤
務
の
復
習
の
よ
う
に
軽

い
気
持
ち
で
働
き
始
め
た
。
し
か
し
、
実
際
働
い
て

み
る
と
そ
れ
ま
で
経
験
し
て
い
な
い
こ
と
も
多
く

「
新
た
な
責
任
と
や
り
が
い
」
が
あ
っ
た
。
例
え
ば

Ｃ
Ｔ
・
Ｘ
Ｐ
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
処
方
薬
の
準
備
、

更
に
は
事
務
の
手
伝
い
や
清
掃
な
ど
、
今
ま
で
は
多

職
種
に
任
せ
て
い
た
も
の
を
看
護
師
で
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
も
ち
ろ
ん
責
任

も
感
じ
る
が
、
深
く
一
人
ひ
と
り
の
病
状
が
把
握
で

き
指
導
の
幅
も
広
が
る
。
ま
た
、
診
療
所
は
の
ん
び

り
し
た
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
緊
急

性
の
あ
る
患
者
さ
ま
も
し
ば
し
ば
で
、
迅
速
な
対
応

も
必
要
だ
。
そ
し
て
、
訪
問
診
療
で
は
生
活
状
況
が

よ
く
理
解
で
き
、
多
職
種
と
の
連
携
の
必
要
性
も
強

く
感
じ
ら
れ
る
。 

             



6 

 

こ
の
よ
う
な
業
務
の
中
、
診
療
や
訪
問
先
で
処

置
や
検
査
の
合
間
に
患
者
さ
ま
と
交
わ
す
会
話
は
私

の
糧
と
な
っ
て
い
た
。
季
節
や
田
畑
の
話
、
家
族
や

地
域
の
話
は
不
慣
れ
だ
っ
た
私
に
と
っ
て
地
域
や
住

民
に
愛
着
を
持
た
せ
て
く
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
し

て
、
高
齢
の
方
は
若
い
頃
の
大
変
だ
っ
た
話
、
輝
い

て
い
た
時
代
の
話
、
ま
た
悩
み
事
や
心
配
事
、
そ
の

人
々
の
思
い
や
背
景
が
関
わ
り
を
通
し
て
理
解
も
で

き
る
。
そ
れ
ら
の
会
話
の
中
で
「
私
は
ど
っ
こ
へ
も

行
き
た
く
な
い
。
こ
こ
で
ず
っ
と
世
話
に
な
り
た
い

ん
よ
。
」
寂
し
い
話
か
も
し
れ
な
い
が
「
診
療
所
に

来
て
今
日
初
め
て
笑
っ
た
よ
。
一
人
暮
ら
し
だ
か
ら

ね
え
。
」
と
い
っ
た
話
を
聴
く
と
「
診
療
所
は
単
に

医
療
を
提
供
す
る
場
だ
け
で
は
な
く
、
人
生
の
一
コ

マ
一
コ
マ
を
支
え
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。
」
そ
ん
な

気
持
ち
も
湧
い
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、

診
療
所
看
護
師
の
魅
力
・
や
り
が
い
を
看
護
学
生
に

も
感
じ
て
も
ら
え
た
と
実
習
指
導
に
生
か
し
て
い
る
。 

学
生
実
習
で
は
担
当
部
署
の
看
護
師
か
ら
の
説

明
も
あ
る
が
、
そ
れ
も
１
～
２
日
の
実
習
で
は
体
験

で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
指
導
担
当
看
護
師
が

午
後
よ
り
業
務
の
間
を
ぬ
っ
て
１
時
間
程
度
か
け
、

ス
ラ
イ
ド
を
用
い
講
義
も
行
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容

は
業
務
の
流
れ
や
注
意
点
だ
け
で
は
な
く
、
主
に
外

来
診
療
・
在
宅
医
療
・
地
域
連
携
の
な
か
で
診
療
所

看
護
師
と
し
て
の
関
わ
り
方
や
、
工
夫
し
て
い
る
点
、

そ
し
て
解
決
困
難
だ
っ
た
事
例
な
ど
も
交
え
伝
え
て

い
る
。
さ
ら
に
「
住
民
を
支
え
て
い
る
だ
け
で
は
な

く
、
住
民
か
ら
も
支
え
ら
れ
て
い
る
。
」
と
の
思
い

も
あ
り
、
さ
ら
な
る
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
も
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
医
師
か
ら
の
講
義
も

あ
り
、
診
療
所
の
検
査
機
器
な
ど
ハ
ー
ド
面
が
整
備

さ
れ
た
経
緯
や
、
へ
き
地
診
療
に
対
す
る
熱
い
思
い

を
学
生
に
伝
え
て
い
る
。
事
務
も
含
め
ス
タ
ッ
フ
全

員
で
学
生
を
見
守
り
、
指
導
・
教
育
に
携
わ
っ
て
い

る
。 診

療
所
実
習
に
対
す
る
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
習
前
後
で
行
っ
て
い
る
。2

0
1
9

年
度
で
は
対
象

学
生
は

35
名
で
あ
っ
た
。
提
出
の
強
制
も
な
く
個

人
の
特
定
の
な
い
こ
と
も
学
生
に
伝
え
て
い
る
。
実

習
の
満
足
度
は
お
お
む
ね
高
く
、
一
番
満
足
が
得
ら

れ
た
の
は
看
護
師
の
講
義
だ
っ
た
。
実
習
前
の
イ
メ

ー
ジ
は
軽
い
風
邪
ひ
き
が
く
る
程
度
と
い
う
も
の
だ

っ
た
が
、
実
習
後
の
感
想
で
は
「
医
療
だ
け
で
な
く

生
活
も
支
え
て
い
る
。
」
「
在
宅
で
暮
ら
す
こ
と
の
素

晴
ら
し
さ
を
感
じ
た
。
」
「
地
域
の
連
携
が
実
習
を
通

し
て
観
る
こ
と
が
で
き
た
。
」
「
や
り
が
い
が
大
き

い
。
」
な
ど
が
あ
っ
た
。
実
習
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

将
来
の
勤
務
先
希
望
の
優
先
順
位
は
、
多
く
の
学
生

が
大
学
病
院
や
中
小
病
院
や
保
健
師
を
希
望
。
一
方

診
療
所
希
望
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。
し
か
し
「
診
療
所
で

働
い
て
み
た
い
か
」
の
問
い
で
は
実
習
前
は

35
名

中
21
名
、
実
習
後
は
33
名
中
28
名
と
25
％
の
増
加

が
あ
っ
た
。
大
多
数
の
学
生
が
経
験
を
積
ん
で
か
ら

と
い
う
結
果
だ
っ
た
が
、
う
ち
１
名
は
卒
後
す
ぐ
に

で
も
働
き
た
い
と
い
う
希
望
の
も
て
る
結
果
が
で
た
。

以
前
に
も
、
卒
後
に
す
ぐ
に
診
療
所
勤
務
希
望
の
学

生
が
い
た
。
そ
れ
ら
の
意
志
を
無
駄
に
せ
ず
、
新
卒

者
で
も
受
け
入
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
の
思
い
か
ら

哲
西
町
診
療
所
で
は
、2

0
2
1

年
度
か
ら
新
卒
者
な

ら
３
年
過
程
の
「
診
療
所
看
護
師
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
開
始
す
る
。
こ
れ
は
新
卒
者
で
も
診
療
所
で
の
ス

キ
ル
が
得
ら
れ
や
す
い
よ
う
に
総
合
病
院
と
連
携
し

て
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
活
用
し
て
新
卒
者
の
受
け
入
れ
が
出
来
れ
ば

と
思
う
。 

私
が
学
生
か
ら
言
わ
れ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
言
葉

は
「
こ
こ
の
ス
タ
ッ
フ
は
み
ん
な
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い

ま
す
ね
。
」
と
思
い
が
け
な
い
こ
と
を
話
し
て
く
れ

た
。
実
習
が
始
ま
る
前
に
は
不
安
そ
う
な
表
情
だ
っ

た
が
、
実
習
終
了
間
際
に
は
輝
く
よ
う
な
笑
顔
で
話

さ
れ
た
。 
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こ
の
こ
と
は
「
個
々
の
ス
タ
ッ
フ
が
地
域
を
大

切
に
思
い
、
地
域
に
関
わ
る
楽
し
さ
や
、
住
民
・
患

者
さ
ま
を
中
心
と
し
な
が
ら
協
力
し
て
い
く
姿
を
感

じ
て
も
ら
え
た
の
で
は
。
」
と
思
え
た
。
私
は
学
生

の
学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢
や
患
者
さ
ま
に
対
す
る
真
摯

な
姿
に
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
こ
そ
心
が
浄
化
さ
れ
る
よ

う
な
気
持
ち
が
し
た
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
す

る
姿
を
観
た
り
、
自
分
自
身
も
学
生
へ
の
指
導
を
通

し
て
言
語
化
す
る
こ
と
で
、
み
な
が
同
じ
方
向
性
を

持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
や
り
が
い
を
感
じ
て
働
い
て
い

る
こ
と
も
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。
ま
た
、
学
生
の

指
導
に
診
療
所
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
も
、
当
診
療
所
の
温
か
さ
と
感
じ
て
く
れ
る
学
生

も
沢
山
い
た
。
今
回
、
診
療
所
に
再
就
職
す
る
に
あ

た
り
、
診
療
所
の
大
き
な
役
割
に
「
育
て
る
」
と
い

う
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
、
自
己
成
長
に
も
つ

な
が
る
。
ま
た
、
次
世
代
の
地
域
を
担
う
人
材
を
育

て
、
未
来
へ
の
バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と
の
必
要
性
も
感

じ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
学
生
指
導
を
通
し
多
く
の
気
づ

き
が
あ
り
、
診
療
所
看
護
師
の
魅
力
を
再
発
見
で
き

た
。
こ
れ
か
ら
も
診
療
所
看
護
師
と
し
て
働
く
こ
と

に
誇
り
を
持
ち
、
学
生
に
も
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て

い
き
た
い
。 

  

           

令
和
２
年
12
月
に
受
賞
し
た
「
岡
山
県
医
師
会

会
長
賞
」
の
副
賞
（
20
万
円
）
を
協
力
隊
の
堂
野

代
表
に
手
渡
し
ま
し
た
。
今
後
の
活
動
に
活
用
い
た

だ
け
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

              

 

【
副
賞 

活
用
内
容
】 

①
晴
れ
や
か
ネ
ッ
ト
補
助
ツ
ー
ル 

iP
a

d
 

②A
I

顔
認
証
温
度
感
知
カ
メ
ラ
（
２
台
） 

③
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー 

④
上
腕
式
血
圧
計
（
２
台
） 

飛
島
診
療
所
・
飛
島
公
民
館
で
保
管
・
管
理
・
活
用 

                     

岡
山
県
医
師
会 

会
長
賞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
賞
授
与 

  
 
 

飛
島
地
区
ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト 

活
用 

協
力
隊
へ 
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編
集
・
発
行 

 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会 

事
務
局 

 
 

 
 

 

〒
７
０
０-

０
０
２
４ 

 
 

 
 

 

岡
山
市
北
区
駅
元
町
19-

２ 
 

（
岡
山
県
医
師
会
内
） 

                            

                           

令
和
３
年
度
会
費
納
入
の
お
願
い 

 

会
報
と
併
せ
て
、
会
費
納
入
通
知
書
を
同
封
し
て

お
り
ま
す
。
令
和
３
年
度
の
会
費
納
入
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

編
集
後
記 

こ
の
度
の
第3

1

号
会
報
誌
が
大
変
遅
く
な
り
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

今
回
は
、
第
27
回
の
学
術
集
会
の
講
演
や
研
究

発
表
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
初
め
て

の
リ
モ
ー
ト
開
催
で
し
た
が
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ

う
か
。 

 

先
日
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
だ
な
か
で
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕
し
、
自
粛
生
活
の
中
、
久
し

ぶ
り
に
わ
く
わ
く
感
や
感
動
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

厳
し
い
状
況
は
続
い
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
一
日
も
早
く
終
息
し
平
穏
な

日
々
を
願
い
ま
す
。 
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ケ
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ビ
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